








(9)@ ASPETUNCASI アシベツ の家 
K 匿名 (( 鵜川筋 )) 
サ タ モ 
Sa ㎞ O 平賀 サダ ( サダ モ )(( 福満)) 
アシ ベト ウン チャシ 
Aspet@un@casi   芦別の家は 1) 歌い手の サダモ さ
んによ れ ば 、 本当は 
カ シ ラ シ カシ ケ トゥン ケ WaSpet 別だが、 j ワシ わからない ペッ ( 鷲 
ka ℡aska 軒 ke 抽庇 e   屋根の柾 ( まさ ) がはが ように Aspet アシ ペッ 
と 言う、 とのことであ 
れて る 。 C 低i チャシは 、 柵 
ハウ フプ プンカ ラ サララ バ 。 のことを指すほか、 有 
hawwappun 上町 s 町酊 pa.  3 ブドウツルでしめたとこ 名 な人の家 、 " 王様 " 
の家などを指し ュ一 
ろが見えてきた。 カラ の中では単に 
「 家 」を casi チャシ 
アシペト ウン チャシ 
という、 とサダモ さん 
は 説明している。 
Aspet@un@casi   芦別の家は 2) 「as ラシ は木の割 片
だが、 ここの kan 「 aS 
カン ラシ カシ ケ トゥンケ 
カシ ラ シ ( 上の木片 ) 
とは、 サダ モ さんによ 
kanras@kasi@ketunke   屋根の柾 ( まさ ) がはが れば ( 屋根の柾 ( ま
れて さ ) > 。 板 葦屋根の柾 
ハウ ワプ プンカラ サ ララバ。 
板 のことらしい。 
ketunke ケ トゥン ケ 
hawwap  u 血紅 s 町 8%a    ブドウヅルでしめたとこ は、 「はがれた」こと 
ろが見えてきた。 で、 話し言葉ではこの 
語は使わず、 soske ソ 
シケ という、 とのこと 
アシベト ウン チャシ であ る。 
Aspet@un@casi   芦別の家は 3) サダモ さんによれ 
@ 、 hatwap ハッワプ 
と 言いたいが、 言えば 
カン ラシ カシケ トゥンケ 悪いから (= 言う と よ 
k 町 Ⅱaskasjke 圭ヱユ Ⅰ 止 e   くないから ) 隠 ．しこと 
屋根の柾 ( まさ ) がはが れて ばで プ という、 hawwap ha wap ハウ ワ 
ハウ フププ、 ノカラ サララバ。 Dunka ア ハウファ プ、 ノ
haww 叩 pu 荻町 s 町町 a.  3 プドウ ツルでしめたとこ カラとは、 halDun 止町












カンナ・ シ カ シ ケトウ ンケ 
kam Ⅱ askaslketunke  
ハウファプンカ ラ サラ ラバ 。 
hawwap  u 皿酊 s 町る卯 a.  3 
サタモ バク / 
satam"o:p 荻 "0 




  サダモ : もういい。 
[ 類歌」同じウポポが 門別 R@ 郷土史研究会「 砂 流アイヌの歌謡 J  ( テープ、 門別町教育委員 
会所蔵 ) 、 M Ⅸ『アイヌ伝統音楽」に 収録されている。 なお、 「知里真志保著作集 2 」に、 























アシ ペ ソ の家 
」 さ j26 
歌 平賀 サダ ( サダ モ ) ほか 1 名 
採譜 田村すず 子 
叱り・ ノ旗 p ⅠⅨ ト " くム ブ コ典 - Ⅰ pe ・  
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